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５年も続く「緊急事態」 

福島第一原子力発電所事故は東北地方・関

東地方の約１万４０００平方キロメートル

の土地を放射線管理区域にしなければいけ

ない汚染を生じさせました。その主犯人であ

るセシウム１３７は総量で2.4ペタベクレル

です。それを重量に換算すれば、750g にしか

なりません。「放射能は五感で感じられない」

とよく言われます。「放射能」とはもともとは

放射線を放出する能力を意味する言葉です

が、日本ではその言葉を「放射性物質」を表

すためにも使ってきました。放射性物質はそ

れが物質であるため、重さもあれば、形もあ

ります。触ることもできるはずだし、場合に 

 

 

 

 

 

 

 

 

よっては匂いだってあります。何故「放射能

は五感に感じられない」と言われるかといえ

ば、五感に感じられるほど放射能があれば、

人間は簡単に死んでしまうからです。 

2011 年３月 11 日に発令された原子力緊急

事態宣言は５年近く経とうとしている今も

解除されていません。法令を守るなら、普通

の人々に年間１ミリシーベルト以上の被曝

をさせてはなりませんが、今は緊急事態だか

らと言う理由で、年間２０ミリシーベルトま

では被曝せよということにされてしまって

います。緊急事態が１週間続く、あるいはや

むを得ず１月続くというのであれば、まだあ

 

 
 相双の会

原発事故被害者 

連絡先 

國分富夫（会長） 

住所 

〒975-0017 

南相馬市原町区牛越字遠藤 88-3 

電話 090（2364）3613 

メール kokubunpi-su@hotmail.co.jp 

事務局 

鈴木宏孝 090-2909-6133（浪江） 

関根憲一 090-4889-3726（富岡） 

板倉好幸 090-9534-5657（南相馬） 

ＮＯ.４4 発行日 ：２０１６年１月１日 

あけましておめでとうございます 

苦難を負わされた被害者とでたらめな加害者 

小出裕章（元京都大学原子炉実験所 助教） 

原発事故から５年、強制的に避難命令がでて死に物狂い

で逃げた時を思い出す。 

そしてどこが「安全」なのか「帰るも自由、帰らないも自

由」と避難解除の年になるようです。 

「相双の会」は放射能から後世を守る活動を続けます。 

今年も宜しくお願いします。 
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りえるかもしれません。しかし、

この国は緊急事態をすでに５年も

続け、今後何十年も緊急事態だと

言い続けるつもりなのです。 

 

「中間」ならぬ「最終」 

汚染地に棄てられた人々のうち、自力で

逃げられる人はわずかです。ほとんどの人

は、そこで生活せざるを得ません。今、「除

染」なる作業が行われていますが、除染とは

汚れを除くという意味です。しかし、汚れの

正体は放射性物質であり、人間には放射能

を消す力はありません。つまり、言葉の本来

の意味で言えば、「除染」はできません。で

きることは、どこかにある放射性物質を別

の場に移すこと、すなわち「移染」と呼ぶべ

き作業です。人々は、住居の周り、学校の校

庭、通学路などの表土をはぎ取り、フレコン

バッグに詰めてきました。もともと山にあ

る汚染を「移染」することはできませんし、

田畑の表土を剥ぐこともできません。でき

る「移染」は全体の汚染のうちごくごくわず

かでしかありませんが、集めたフレコン

バッグはすでに１千万袋近くになり、汚染

地のそこかしこに山積みになっています。

フレコンバッグは簡単に破れてしまうし、

そうなれば、一度袋に詰めた放射性物質が

また環境に出てきてしまいます。そうした

放射能のゴミを、国は住民から借り上げた

土地を中間貯蔵施設として、そこに保管す

ると言っています。しかし、一度そこに受け

入れてしまえば、２度と外部に運びだすこ

となどできません。つまり、中間貯蔵とは名

ばかりで、最終貯蔵施設になってしまいま

す。 

 

放射能ゴミは福島第２原発へ 

本来、問題は単純です。汚染の正体である

放射性物質はもともと東京電力福島第一原

子力発電所の炉心にあったウランが核分裂

して生じたものです。ウランは東

京電力の所有物ですし、それが核

分裂してできた放射性物質も東京

電力のれっきとした所有物です。

東京電力の所有物は東京電力に返

せばいいのです。その東京電力は、

自分がまき散らした放射性物質はすでにそ

れぞれの土地に固着してしまっているため、

自分のものではなく、「無主物」だと主張す

るでたらめな会社です。私の本心を言えば、

集めた放射能のゴミは東京電力の本社ビル

を埋め尽くすのがいいと思います。それが

できないのであれば、福島第 2 原子力発電

所の広大な敷地を放射能のゴミ捨て場にす

るのがよいでしょう。東京電力は福島第2原

子力発電所の 4 基の原子炉を再稼働させよ

うとしていますが、冗談はいい加減にすべ

きです。言葉で尽くせぬ苦難を負わせた住

民たちに、さらに放射能のゴミ捨て場を提

供させ、自分は無傷で生き延びるなど到底

認めてはいけません。 

 

何も罰せられぬ加害者と 

分断される被害者 

汚染地の人々は何とか自分の住んでいる

場所を復興させたいと願います。でも、人は

恐怖を抱えながら生きることはできません。

その上、幸か不幸か放射能は五感に感じら

れません。汚染地で被曝の心配を口にする

人は、むしろ復興の邪魔だと非難を受ける

ことになってしまいます。故郷を追われた

人、自力で避難した人、棄てられたまま避難

することができない人、すべて福島第一原

子力発電所事故の被害者です。その被害者

同士が分断され、加害者は責任を取らない

どころか、何の処罰も受けていません。今、

被害者がなすべきことはお互いを非難し合

うことではなく、団結して加害者と闘うこ

とです。
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問：福島原発事故の放射線被ばくで増えた 

   病気はあるのですか？ 

 

答：周産期死亡（妊娠 22 週以降の死産と生

後 7 日未満の赤ちゃんの死亡）が増えたと考

えられます。放射線被ばくの多い県と少ない

県の原発事故前後の周産期死亡率を、総務省

統計局のデータをもとにして分析すると、被

ばくの多い地域では、事故後、周産期死亡が

明らかに（統計的有意性を以て）増加してい

ることがわかりました。 

   

医学の教科書的には、放射線被ばくで死産

するには100mSv以上の外部被ばくが「必要」

ですが、福島原発事故後のわずか数 mSv の追

加被ばくでも、死産や乳児死亡が増えていた

おそれがあります。同様の事は、チェルノブ

イリ事故でも観察されました。 

 

問：福島では子どもさんの甲状腺がんが

100 名以上発見されているということ

ですが、これは放射線被ばくのせいで

しょうか？ 

 

答：放射線被ばくが原因であるおそれが高

いと思います。決定的なポイントが二つあり

ます。 

ひとつは、男女比です。病気の診断や治療

のために喉の周辺にレントゲン検査や放射

線治療を受けた子どもさんに、後遺症として

甲状腺がんが発生することがあります。その

場合、甲状腺がんの男女比は、ほぼ 1 対 1 で

す。一方、「自然発生」の小児甲状腺がんは女

性に圧倒的に多いのです。これは女性ホルモ

ンの影響と考えられています。ちなみに日本

の「自然発生」小児甲状腺がんの男女比は 1 

 

 

対 4.3 です。世界全体でもこの女性優位の傾

向は同じです。ところで、福島県の調査で発

見された子どもさんの甲状腺がんの性比は、

男 1 に対して女 1.5 位だったのです。もし発

見された甲状腺がんが放射線被ばくに関係

ない「自然発生」がんであるとすれば、女性

には男性の4～5倍くらい発生するはずです。

この 1 対 1 に近い男女比は、福島の小児甲状

腺がんが「自然発生」でなく「放射線被ばく」

によるものである可能性を強く示していま

す。 

もう一つは、チェルノブイリ原発事故の汚

放射線被ばく問題（１） 

松崎道幸（道北勤医協旭川北医院院長 医学博士） 
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染地に住んでいても、原発事故の後に生まれ

たこどもには検診をしても甲状腺がんが見

つからなかったという事実です。原発事故前

に生まれていたゴメリの子どもでは、1000 人

に１～２人の甲状腺がんが発見されました

が、同じゴメリに住んでいても原発事故後に

生まれたこどもを２万５千人以上検査して

も、一人も甲状腺がんが発見されませんでし

た。これは、原発事故後ほぼ２週間ほどで消

えてしまう放射性ヨードにさらされないな

らば、甲状腺がんが発生しないことを意味し

ています。つまり、放射性ヨードにさらされ

ない集団（原発事故後に生まれたこども、あ

るいは、原発事故前に生まれた子どもでも事

故による被ばくのなかった子ども）では、い

くらスクリーニングをしても、ほとんど甲状

腺がんが発見されないことになります。福島

の甲状腺検診で 36 万人の子どもたちから発

見された 100 人以上の甲状腺がんは「自然発

生がん」でなく放射性ヨード被ばくによるも

のであると考えざるを得ません。 

そのほかに、①被ばくから発がんまでの最

短潜伏期間は１年であるという米国政府の

見解が公表されている、②チェルノブイリの

小児甲状腺がん症例の半数では甲状腺被ば

く線量が 100mSv 以下だったことなども、福

島の甲状腺がんと被ばくの関連を示してい

ます。 

 

 

とき 2 月 21 日 午後 1 時３０分開演 
場所 南相馬市内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相双の会」 会報に ご意見を 

  

是非ご投稿をいただき「声」として会報に載せたいと考えています。 

匿名でもけっこうです。 

電話 090（2364）3613 メール（國分） kokubunpi-su@hotmail.co.jp 

◇神田さんはいわき市出身で福島県立いわき女子高卒

業後、東京演劇アンサンブル、渡辺プロダクションドラ

マ部を経て昭和 55年神田山陽門下生となり、二ツ目以

降、ジャズ講談や一人芝居の要素を取り入れた神田香

織独自の講談を次々発表、講談の新境地を切り開いて

きました。 

◇代表作：中沢啓治の漫画『はだしのゲン』や、スヴェ

トラーナ・アレクシエーヴィッチの『チェルノブイリの

祈り』 

講談師神田香織さん南相馬で口演 


